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1 はじめに 

 新潟市では河川や海域で水質汚濁防止法に

基づき環境基準監視を実施しています。環境

基準達成率は河川ではほぼ 90％以上ですが，

海域では，平成 12 年、平成 14 年から 5 年間

及び平成 22 年で 50％以下となりました。その

原因を探るため詳細調査を行ってきましが、

今回は，平成 24 年及び 25 年に調査した新潟

市沿岸海域の水質の状況について報告します。 

 

２ 新潟市沿岸海域の環境基準監視の状況 

 新潟市沿岸海域 11 地点の状況（表１ 新潟

市の環境基準達成率）をみると平成 12 年と 14

年から 18 年まで及び 22 年で環境基準の達成

率が 50％以下となりました。これは有機物に

よる汚れの指標である化学的酸素要求量（Ｃ

ＯＤ）が環境基準を超える地点が多かったた

めです。この 11 地点のうち弥彦・米山海域の

3 地点では基準超過がほとんどみらず、新潟東

港に近い 3 地点ではほぼ毎年基準を超過して

いました。一方、関屋分水路河口沖から阿賀

野川河口沖までの 5 地点については，超えた

り超えなかったりする状況となっています。 

 

表１ 新潟市の環境基準達成率 

（河川と海域の比較） 

 
 
３ 調査の目的及び概要 

 海域の環境基準達成率が低いことを受けて，

当所では，その実態を探るため通常の監視調

査と併せて詳細調査を行ってきました。その

うち，平成 24 年及び 25 年は，新潟市沿岸海

域の 11 地点のうち当所で検査を行っている 9

地点について，表層，中層，下層にわけてＣ

ＯＤ，塩化物イオン，クロロフィルａ等の項

目を調査し，河川水が海域の水質に与える影

響，植物プランクトンによる影響等について

調査を行いました。 
 

４ 調査結果 

 表層における塩化物イオンとＣＯＤの関係

をみたところ，河川水の影響とＣＯＤの間に

明確な相関がみられました。 
 また，表層，中層，下層に分けてみたとこ

ろ，25 年は一部の時期で中層まで汚れが及ん

でいることがわかりました。 
 併せて，植物プランクトンの指標であるク

ロロフィルａの調査結果から，滞留性が高い

と思われる地点ではＣＯＤの上昇に植物プラ

ンクトンが影響していることがわかりました。 
 一方，河川影響のほとんどないと思われる

下層のＣＯＤをみたところ，調査期間の 2 年

間において弥彦・米山海域でやや増加傾向に

あったことがわかりました。 
 
５ 新潟市の海水浴場の状況 

 海の水質については，環境基準監視とは別

に海水浴場の水質検査も毎年実施しています。

平成 26 年度は新潟市で 11 カ所の海水浴場に

ついて水質検査を実施しました。その結果は，

海水浴場開設前で，11 カ所の海水浴場全てで

最高ランクの水質ＡＡと判定されています。 

 また，過去 15 年間で見ても不適に該当する

箇所はありませんでした。 

 

６ まとめ 

 今回の調査から，新潟市沿岸海域において，

ＣＯＤの上昇は基本的に河川水の影響による

ものであるが，一部の地点では植物プランク

トンの発生も関与している可能性があること

がわかりました。さらに時期によっては河川

の影響が表層だけでなく中層にまで及んでい

ること，河川影響のほとんどないと思われた

下層でもこの 2 年間ではＣＯＤの上昇傾向が

みられること等もわかりました。 

 沿岸海域の水質については，国立環境研究

所との共同研究に全国で多くの研究所が取り

組んでおり、当所もその一員として，引き続

き調査を行い，海域の汚れの原因解明に向け

て取り組んでいきます。  



新潟市沿岸海域の水質について

新潟市衛生環境研究所

環境科学室 主査 大野耕栄

1

はじめに

• 環境基準について

• 新潟市沿岸海域の水質について

• 新潟市の海水浴場の状況

• 国立環境研究所との共同研究

2

私たちの身近な水

海

工場

川
水蒸気家庭

水蒸気

山

3

水質に関する環境基準（河川）

類型

基準

水素イオン濃度
（ｐＨ）

生物化学的
酸素要求量

（ＢＯＤ）

溶存酸素量
（ＤＯ）

浮遊物質量
（ＳＳ）

ＡＡ 6.5～8.5 1mg/L以下 7.5mg/L以上 25mg/L以下

Ａ 6.5～8.5 2mg/L以下 7.5mg/L以上 25mg/L以下

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

Ｅ 6.0～8.5 10mg/L以下 2mg/L以上
ゴミ等がみとめ
られないこと
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水質に関する環境基準（海域）

類型

基準

水素イオン濃度
（ｐＨ）

化学的酸素
要求量
（ＣＯＤ）

溶存酸素
（ＤＯ）

ｎ-ヘキサン抽出
物質（油分等）

Ａ 7.8～8.3 2mg/L以下 7.5mg/L以上 検出されないこと

Ｂ 7.8～8.3 3mg/L以下 5mg/L以上 検出されないこと

Ｃ 7.0～8.3 8mg/L以下 2mg/L以上 －－－
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水の汚れの指標となる項目

項 目 検査の意味 適 用 対象試料

BOD
汚れの指標
（有機物）

流れている所 河川水

COD 滞留している所 海域・湖沼・地下水

BOD: 生物化学的 酸素要求量

COD : 化学的 酸素要求量

汚れた水
きれいな

水汚れを分解
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新潟市の公共用水域常時監視
測定地点

測定地点

河川 ２２

湖沼 ２

海域 ９

合計 ３３

新潟市の環境基準達成率推移

年
度

達成率
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Ｈ１４～Ｈ１８
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海域常時監視の結果（ＣＯＤのみ）
新 潟 海 域 弥彦米山海域

（COD単位：mg/L) 9

№ 1 3 4 6 7 10 1(Y) 2(Y) 3(Y)

基準 2 2 2 2 3 2 2 2 2

H11 1.9 1.5 1.9 2.0 2.5 2.6 1.0 0.9 ---

H12 2.2 2.6 2.8 3.4 3.5 3.4 1.9 1.1 ---

H13 2.1 1.8 1.8 2.2 2.0 2.9 1.1 0.8 ---

H14 2.3 2.2 2.8 3.1 3.4 2.8 1.9 1.7 ---

H15 2.3 2.2 1.9 2.9 2.9 2.8 1.3 1.4 ---

H16 3.2 3.1 3.1 3.2 3.0 3.5 1.4 1.2 1.3

H17 2.7 2.3 2.6 3.8 3.6 3.5 1.3 1.5 1.6

H18 2.0 1.6 2.3 2.5 2.5 2.2 2.2 1.6 1.6

H19 1.6 1.7 1.6 1.9 1.8 2.2 1.7 1.5 1.5

H20 1.6 1.6 1.6 2.2 1.9 2.7 1.1 1.1 1.3

H21 1.7 1.5 1.5 1.9 2.0 2.4 1.5 1.4 1.5

H22 2.1 2.2 2.4 2.2 2.2 2.2 1.9 1.9 1.7

H23 1.9 1.8 2.1 2.2 2.3 2.3 1.9 1.8 1.5

H24 1.6 1.7 1.5 2.3 2.1 2.3 1.5 1.3 1.6

H25 1.8 1.5 1.6 1.7 2.1 2.6 1.6 1.8 1.7

基準超
過回数

7 6 7 11 3 15 1 0 0

日　本　海

新潟海域

弥彦・米山地先海域

弥彦米山No３

弥彦米山No２

弥彦米山No１

新潟No１

新潟No３

新潟No７

新潟No４
新潟No６

新潟No10

新潟市沿岸海域の測定地点

新潟市沿岸海域の状況

阿賀野川信濃川

関屋分水路

新川

新井郷川
４.９mg/L

３.７mg/L

２.９mg/L ５.３mg/L
３.２mg/L

海域の基準
２mg/L
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調査目的

①河川の影響と汚れ（ＣＯＤ）の関係

河川の影響を塩化物イオンを指標に調査

②汚れの範囲

表層、中層、下層別にＣＯＤを調査

③植物プランクトンの影響

クロロフィルａを指標にＣＯＤとの関係調査
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調査概要

期間：平成２４，２５年度４～１０月 年６回
常時監視時に実施

地点：新潟海域 Ｎｏ.１，３，４，６，７，１０
弥彦米山海域 Ｎｏ.１，２，３ 計９地点

試料：表層，中層，下層を別々に採水

測定項目：COD，塩化物イオン，クロロフィルａ
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日　本　海

新潟海域

弥彦・米山地先海域

弥彦米山No３

弥彦米山No２

弥彦米山No１

新潟No１

新潟No３

新潟No７

新潟No４
新潟No６

新潟No10

調査結果①
（河川影響とＣＯＤの関係）

調査結果①
（河川影響とＣＯＤの関係）

塩化物イオン
（mg/L）
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調査結果①
（塩化物イオンとＣＯＤの関係：表層）
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COD
(mg/L)

河川水質が良好
（４月及び阿賀野川地先）

植物プランクトンの
発生
（ｸﾛﾛﾌｨﾙａ≧5ug/L）

塩化物イオン
（mg/L)
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調査結果①
（塩化物イオンとＣＯＤの関係：表層）
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COD
(mg/L)

河川の流入がCODの
上昇に影響

塩化物イオン
(mg/L)
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（汚れの範囲）COD
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調査結果③
（植物プランクトンの影響）
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調査結果③
（植物プランクトンの影響）

新潟No７
新潟No10
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調査結果④
（下層水質の状況）COD

(mg/L)

採
水
年
月
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まとめ
①新潟市沿岸海域では，ＣＯＤの上昇は河川水の混入

が大きく影響している。

②海域のＣＯＤについて表層，中層，下層を調査したと
ころ，時期によっては，表層の汚れが中層まで影響を
与えていた。

③新潟市沿岸海域のうち比較的水が滞留している地点
では，ＣＯＤの上昇に植物プランクトンが関与している
可能性がある。

④下層のＣＯＤの結果からは，この２年間で増加傾向に
あることが分かった。
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新潟市の海水浴場の水質

海水浴場１１ヵ所で調査

島見浜 ,船江町浜 ,日和山浜, 関屋浜 ,青山海岸,
内野浜，越前浜， 角田浜, 浦浜 ,間瀬下山, 間瀬田浦

平成２６年度の結果

海水浴場開設前 全地点で 「水質ＡＡ」

海水浴場開設中 「水質ＡＡ，水質Ａ，水質Ｂ」

過去１５年間でも 「遊泳不適」なし
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国立環境研究所との共同研究

テーマ
沿岸海域のCOD増加傾向

など

各研究所から試料を集め、
国立環境研究所で分析、解析⇓

情報交換・データ共有

国立
環境研究所

（分析）

新潟市
衛生環境
研究所
（試料）

B研究所
（試料）

A研究所

（試料）
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